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身体的拘束最小化に向けた当院の取り組みについて 
 

 当院では「質の高い医療と手厚いサービスを通して人々の人生をより豊かにする」という愛生舘

理念のもと、患者さんの人権と尊厳を守り、従業員一人ひとりが身体拘束をしないケアの実践につ

とめます。 

 

1. 基本方針 

「生命または身体を保護する為に、緊急やむをえない場合を除き、身体拘束その他の行動を制限す

る行為は行わない」即ち、行動制限（抑制・拘束）は原則禁止とします。 

 

2. 身体的拘束最小化のための主な取り組み 

・行動制限防止委員会を設置、毎月 1 回開催し、院内全体で情報の共有と改善を行っています。 

・身体拘束を行わずに済むよう、環境の整備や代替案（ご家族の付き添い、見守りなど）を検討し

ています。 

・職員全員に向けた定期的な研修を実施し、拘束廃止の意識向上を図っています。 

 

3. 身体的拘束の実施状況 

 

 
※当院における身体的拘束の実施率： 〇〇件÷総入院患者数〇〇人＝〇〇％ 

 
※やむを得ず身体的拘束を実施した場合は、理由、期間、態様、ご家族への説明内容を記録し、速やかに解

除できるよう努めています。 
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